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ガバナー補佐アッセンブリー 

会長報告  ●会長 本條 昇 

今年度、ジェニファー・ジョーンズ RI 会長のテーマは「Imagine 

Rotary」です。夢の実現に向かってベストを尽くす、そんなロー

タリーの姿がこの「イマジン」に込められた想いです。クラブ会

長として、私は私なりの夢を描いてみたいと思います。私が掲げ

るテーマは、”Be Rotarian”、「ロータリアンたれ」です。 

心がけたいのは「当たり前のことを当たり前に」です。「当た

り前」とは本来の道、あるべき姿です。本義と言っても良いかも

知れません。ロータリーにはロータリーの本義があります。求められるのは、その「当たり前」を追求

し見極め、実践できるだけの自分づくり、突き詰めて言えば”Be Rotarian”です。 

そんなロータリーの「当たり前」の最たるモノが、「入りて学び、出でて奉仕せよ」です。 

ロータリーとは「自分を磨き、人を育てるところ」です。そしてロータリークラブとは、和敬と親睦

の内に人柄を磨き心を涵養する、いわば「学び舎」です。学び養うのは「心の用い方」であり、その根

本たる良心です。ロータリー流に言えば、忠恕、友愛、高潔、寛容といった精神性であり、私なりに一

言で言えば「徳」ということかと思います。 

それぞれに徳を磨いたメンバーが、生活万般に於いて範を示し理想を語ることで、家庭や職場に変化

をもたらし、地域と世界をより良く変えていく。そんな「人づくり」こそ、当クラブが創立来当地で果

たしてきた役割であろうと思います。 

ぜひ、”Be Rotarian”をモットーに、クラブの全ての機会を自分磨きに繋げて頂ければと願っておりま

す。改めて「真のロータリアン」の育成というロータリーの本義に立ち返って、全てのメンバーにとっ

て学びと成長を楽しむ一年にできれば幸いです。 

 

委員長報告  ●クラブ奉仕委員会 委員長 冨田哲雅 

 

1. 基本方針 

当委員会は、クラブ設立以来のモットーである「親睦こそ我

がクラブ」の理念と当年度会長の“Be Rotarian”のテーマの下、会

員相互の親睦を深めることに努めます。また、各委員会との連携

と DEI の推進により、クラブの活性化を図り、「奉仕の理想」に

沿った有意義なクラブ管理運営に努めます。 

2. 活動内容 

（１） 上記基本方針の下、当委員会は、クラブ奉仕並びにクラブ管理運営に関する事項全般について企

画運営を行います。 

（２） クラブ奉仕委員会は、次の５つの委員会により構成され、夫々の委員会の活動内容は別途報告の

通りです。 

・ 例会担当委員会、会員増強委員会、親睦委員会、広報委員会、情報委員会 

・ 当年度は、広報委員会と会員増強委員会が委員会の垣根を超えて、「会員候補者アプローチ用パンフ

レット」を協力して考案する試みがあり、会員が減少する中で、RC の目的の為にこうした委員会を

超えた協力体制が新たなクラブ活性化に繋がるのではと期待しています。そして、新会員の対応につ

いても、会員増強委員会は無論のこと、広報、親睦、情報委員会がワン・チームで連携することが適

切と考えます。 

・ また当年度は、広報委員会により、週報の様式が変更されていますが、この様に内容を落とさずにコ

ストを意識した試みは推奨されるべきと考えます。 

（３） 2022 年 4 月の規定審議会の決定に即して、クラブ諸規定の見直しを図ります。 

（４） クラブの現状を熟慮し、また危機管理にも配慮しながら、クラブのヴィジョンと中長期計画の策

定に取り組みます。 
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委員長報告  ●職業奉仕委員会 委員長 一色かつみ 

 

1. 基本方針 

あらゆる可能な機会を捉えて職業奉仕を学びます。 

2. 活動内容 

（１） 各月第二例会、第三例会において、「四つのテスト」「ロ

ータリーの行動規範」の唱和をして、より一層職業奉仕への理

解を深めます。 

（２） 職場例会（移動例会）を 10 月 27 日に実施します。奉仕の理想が実践されている企業・団体を訪

問し、地域活性化を事業目標として取り組まれている経営者の事業観、経営理念について学びま

す。 

（３） 2023 年 1 月 19 日に職業奉仕委員会アワーを開催します。 

（４） 地区職業奉仕セミナーに参加します。 

委員長報告  ●社会奉仕委員会 委員長 伊藤充弘 

 

１． 基本方針 

（１） 地域のニーズに沿った社会奉仕活動を実践する。 

（２） 公共イメージ向上を目的としてイベント等で活動内容の

周知に努める。 

２． 活動内容 

（１） 共生社会の推進を目指す障害者施設での演奏会の実施 

① 様々な障害を持つ人、約 40 名が生活するチェシャーホ

ーム「しそう自立の家」（運営母体：社会福祉法人ひょうご障害福祉事業協会）と共同で、当該施設

に於いて、入居者と施設関係者を対象として、クラシック音楽の演奏会を開催する。 

② 招聘する演奏者は、チェロ池村佳子氏、ピアノ土屋友成氏の 2 名を予定。 

③ 「しそう自立の家」入居者と施設関係者に約 50 名、当該地域の役所の福祉関係の担当者や責任者

約 10 名を招待し、理解促進を図る。 

④ 広報活動として行政広報や新聞報道を通じた広報も試みる。 

⑤ 演奏会設営の一環としてピアノ調律と花束を提供し、会場にはスタンド生花を設置する。 

⑥ 実施日時：2022 年 10 月 16 日（日）14:30～ 

実施場所：しそう自立の家（宍粟市山崎町与位）尚、この事業は地区補助金を活用して実施する。

補助金申請と地区の承認は受けている。コロナ感染拡大のために、当初は一般市民を 100 名招待し

交流を通じた相互理解の推進を目指したが、一般市民の招待は行わない形に計画を縮小し開催する。 

（２） たつの市ふるさとフェスタへの出展 

① 公共イメージの向上のために、たつの市主催のイベントに参加する。 

② ブースを出展し、ポリオ絶滅への協力をお願いする。 

③ また、ロータリーの存在と活動内容の周知も目的とする。 

④ 衆目を集める方法として、以前行ったガラポン抽選を行う予定。 

⑤ 景品は、会員企業の寄付を募る。 

⑥ 当日までの感染状況を把握し掲示するとともに、ポリオの説明、ポリオ絶滅の経済効果なども分か

りやすく解説する。 

⑦ 実施日時：11 月 3 日（木）10：00～16：00 

⑧ 実施場所：たつの市役所周辺 

 

上記のいずれも、コロナの感染状況によって内容の変更、中止もありうる。 
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委員長報告  ●国際奉仕委員会 委員長 伊藤充弘 

1. 基本方針 

国際奉仕分野において、ロータリーの「奉仕の理念（The Ideal of Service）」がメンバーに浸透する

ような事業の運営をします。 

2. 活動内容 

（１） 地域の国際交流協会に協力して外国籍の方々に対するサポートを行う。 

龍野外国人協会が 12 月 11 日（日）に開催する「国際交流フェスティバル」に協力することを計

画している。 

（２） グローバル補助金を活用するプロジェクトを検討する。 

（３） 国際奉仕セミナーに参加して、国際奉仕について理解を深める。 

（４） 他クラブの国際奉仕プロジェクトへの協力について検討する。 

 

 

委員長報告  ●財団奉仕委員会 委員長 永富 靖 

 

1. 基本方針 

ロータリー財団及び米山記念奨学会の目的・目標を周知し、会

員の理解を深め寄付の奨励に努めます。 

 

2. 活動内容 

財団月間の財団委員会アワー（11 月 10 日）にて会員の理解を

深め、年次寄付金 160 米ドル／人以上、ポリオ撲滅活動に、40 米

ドル／人以上の寄付を募ります。 

米山記念奨学会活動を推進し、会員の理解を得て、17,000 円／人の寄付を募ります。 

何卒、会員の皆様の理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

ガバナー補佐所感  ●西播第 2 グループガバナー補佐 小林洋介様 

 

こんにちは 

本日は阪上ガバナー公式訪問の事前クラブアッセンブリーに参

加させていただきました。 

今回のアッセンブリーに先駆けて詳細な報告書を作成いただき

まして有難うございました。 

報告書を熟読させていただきましたことと、本日の会長並びに、

各委員長様の方針をお聞かせいただき、所感を簡単ではあります

が述べさせていただきます。 

本年度の本條会長のテーマは「Be Rotarian」“ロータリアンたれ”とされています。これはロータリアン

として当たり前の行動をしようと仰っていると解釈しました。会長の強いリーダーシップのもと具体的

な奉仕プロジェクトを立ち上げ、それが広く広報できるように企画準備されていると感じました。地区

補助金プロジェクトとして「共生社会の推進を目指す障がい者施設「しそう自立の家」での演奏会の実

施」は、とても単年度だけの準備でなされることではないと感心しました。コロナ禍のなか、少し形が

変わるかもしれないとのことですが、成功されることを祈っております。 

また、ロータリーの公共イメージ向上の取り組みとしてたつの市主催の市民イベントにブース出展する

など、具体的な活動が目を引きました。 

さて、龍野ロータリークラブの構成についてでありますが、今現在で平均年齢 66 歳、その中で 40 代と

50 代の比率が 22.8％となっています。若い会員をぜひ増やしていっていただきたいと感じました。本年
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度の増強目標は純増 2 名を掲げておられますが、将来的なクラブビジョンを策定いただき、若い会員獲

得にご努力いただきたいと思います。 

また、地区としてはまだ女性会員比率が 4.8％と非常に低い状態ですので、龍野クラブでも是非女性会員

の入会も積極的に検討いただければ幸いです。 

また、MY ROTARY 登録率が現在 62.9％とお聞きしております。地区目標が 75％としておりますので

是非この数字についても上げていただけるようお願いいたします。 

阪上ガバナーの公式訪問は 9 月 22 日となっております。ぜひ歓迎を頂きたいと思います。 

本日はガバナー補佐事前クラブ協議会として参加させていただきました。私のほうから状況はガバナー

事務所のほうに報告させていただきます。本日は誠に有難うございました。 

 


